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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、なぜ各地の初期官衙では「ロの字形」の建物配置が多く採用される
のか、その機能と歴史的背景を解明することである。本研究では、飛鳥・藤原地域をはじめとする古代宮都およ
び大宰府や北部九州の初期官衙遺跡の建物配置を検討した。
　その結果、宮都では天皇（大王）-臣下間の君臣関係の再確認のため、地方では中央官人-在地豪族または在地
豪族間での秩序維持・関係強化のために政務や儀式よりも饗宴の機能が重視されており、饗宴に適した空間構造
である「ロの字形」の建物配置が初期官衙に採用されていたと判断できる事例を蓄積した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to elucidate the function and historical 
background of why " ロ-shaped " building layouts are often adopted in early government office sites 
in various regions. In this study, I examined the building layout of the ancient capital sites, 
including the Asuka and Fujiwara areas, and the early government sites of Dazaifu and northern 
Kyushu areas.
　As a result, it can be judged that the "ロ-shaped" building layout, which is a spatial structure 
suitable for the feast, was adopted by the initial government office.
　Through this research, I have accumulated cases that the function of the feast is emphasized, in 
order to reconfirm the relationship between the emperor (great king) and his vassals in the central 
palace, and to maintain order and strengthen relations between the local lords.

研究分野： 考古学

キーワード： 考古学　宮都　官衙　建物配置　空間構造　饗宴

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、古代宮都や地方の初期官衙遺跡では饗宴の機能に適した空間構造である「ロの字形」を呈する
建物配置が採用され、天皇（大王）と臣下や中央官人と在地豪族など参加者間の関係性の維持・強化が図られて
いたことを見出した。これは、官衙中枢施設は「コの字型」を呈するという前提のもとで歴史的意義が論じられ
てきた古代官衙研究に新たな研究視点を与える学術的意義がある。
　さらに従来の古代官衙遺跡の建物配置復元案や性格づけの見直しを促す成果でもあり、これらの各遺跡の調
査・研究を活性化させ、より一層の保護・活用に繋がる社会的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究では日本古代律令国家の成立期である７世紀後半から８世紀初頭の宮都中枢施設や国
庁・郡（評）庁（以下、初期官衙と呼ぶ）を対象として、建物配置や空間構造の成立と展開につ
いて研究を実施した。 
全国的な古代官衙遺跡の研究を進めた山中敏史は、国庁・郡庁の建物配置を分類し、初期の郡

庁では「ロの字型」が多い点を指摘し、国庁の定型化以前の郡庁の空間的特質を反映すると考え
た（山中 1994）。山中の研究に対して、大橋泰夫は「コの字型」が定型化する８世紀前半以降の
国庁に対し、それ以前に遡る「初期国庁」の存在を明らかにし（大橋 2009）、青木敬は各国庁の
建物配置の比較をおこない「ロの字型」を呈することなど「初期国庁」の要件を整理した（青木
2012）。 
これらの研究により、律令国家成立期の国庁が８世紀前半以降に定型化する「コの字形」を呈

する建物配置とは異なる構造であったとする「初期国庁論」が展開されており、初期官衙では国
庁と郡庁のいずれも「ロの字形」を呈する建物配置をとっていた可能性が高まった。 
しかし、これらの研究では建物配置の類型化や諸特徴の比較に留まっており、初期官衙での活

動・空間利用の実態解明や、なぜ初期官衙で「ロの字形」建物配置をとるのか、という歴史的背
景にまでは議論が及んでいない研究状況であった。 
 このような状況のなか、筆者は調査を担当した平城宮東院地区の発掘成果を基に、飛鳥時代か
ら平安時代に至る国家的饗宴施設では、正殿とその前面の儀式空間を長舎・回廊で囲む「ロの字
形」の建物配置を採用し、朝堂院や官衙地区などの「コの字形」を呈する建物配置とは異なる機
能と系統の建物配置・空間が存在していたとの仮説を提起した（小田 2014）。そして宮都中枢部
のみならず、各地の初期官衙でも饗宴空間としての機能が期待されて「ロの字形」の建物配置が
採用されていた可能性に思い至り、初期官衙の空間構造の分析から律令国家成立期の地域支配
体制の特質とそれに対峙する在地社会の変容過程を読み取る本研究の方向性を着想した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、なぜ各地の初期官衙では「ロの字形」の建物配置（図１左上）が多く採用される

のか、その機能と背景を解明することを通じて、日本古代律令国家の歴史的特質を明らかにする
ことを最終目的とする。 
本研究では、初期官衙を「律令国家の成立により新たに設けられる地域支配機構と古墳時代以

来の伝統的秩序に基づく在地社会との最初の接点となる空間」と位置づける。そして、本研究で
は「各地の初期官衙では中央官人と在地豪族との一体感の醸成と上下関係の再確認に適した饗
宴空間としての機能が期待され、「ロの字形」の建物配置が採用された」とする仮説を立てた。 
この仮説に対して、各遺跡における空間利用の実態を遺構・遺物の両側面から復元し、空間構

造の成立・展開過程を解明することにより、仮説の検証をおこなうことを目的とする。 
以上の目的に対し、本研究では具体的な研究課題として以下の３点を設定した。 

① 初期官衙遺跡の発掘調査報告書の精査と実地踏査をおこない、「ロの字形」を呈する建物配
置などの建物配置復元案の妥当性を検証する。 
② 出土遺物の実見・観察に基づいて、各種の活動を示唆する遺構・遺物や組成の分析をおこな
い、初期官衙の建物・空間内の利用実態を復元する。 
③ 「ロの字形」を呈する建物配置・空間構造の特質を踏まえ、初期官衙の展開を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）分析の対象 
本研究では、古代宮都中枢施設として飛鳥・藤原地域の石神遺跡・稲淵川西遺跡・雷丘北方遺

跡、平城宮・京では平城宮跡東院地区を、地方官衙遺跡として大宰府政庁跡・鴻臚館跡・小郡官
衙遺跡を主な検討対象とした。 
 

（２）分析の方法 
これらの対象遺跡について、実地踏査をおこなった。このとき各発掘調査報告書の遺構図を貼

り合わせた図面を作成し、事前検討をおこなったうえで現地を踏査し、立地・景観をふまえて復
元案の検証をおこなった。あわせて、良好な一括資料群を対象に出土土器の実見調査をおこない、
土器組成から空間の性格を把握する分析を進めた。なお、この組成分析の精度を高めるために供
膳具のほか大甕などの出土土器組成の把握方法についての基礎研究も並行して進めた。 
 
４．研究成果 
（１）飛鳥地域における「ロの字形」建物配置の変遷 
 飛鳥地域ではロの字形の建物配置をとる石神遺跡 A３期遺構群、稲淵川西遺跡、雷丘北方遺跡
の３つの事例が明らかになっている。これらの遺跡は従来、個別に性格づけがなされていたが、
共通の性格を有する一連の施設群である可能性を考えて、検討をおこなった。その結果、以下の
成果を得た。 



① 飛鳥地域では７世紀後半から藤原京期にかけて、石神遺跡 A３期遺構群→稲淵川西遺跡→雷
丘北方遺跡の順で３つのロの字形建物配置をとる施設が展開する（図１）。 
② 飛鳥地域のロの字形建物配置の変遷をみると、全体規模の拡大、正殿の隔絶化、区画施設と
建物の分化という変化の方向性が認められる。 
③ 雷丘北方遺跡は A 期のロの字形の建物配置から B 期にコの字形の建物配置へと変化してお
り、空間構造に変化が生じた可能性が考えられる。 
④ ３遺跡の変遷は飛鳥地域の王宮外縁に造営された「内向きの饗宴空間」が藤原京域に取り込
まれる過程を示している可能性がある。 

 （２）平城宮東院６期遺構群の復元 
 平城宮東院６期遺構群は奈良時代末期にあたり、光仁
天皇の楊梅宮に比定される。この楊梅宮の構造につい
て、検出遺構に基づいて復元をおこなった。また、平城
宮内では正月節会などの饗宴が複数施設で催されてお
り、奈良時代末期には内裏・東区朝堂院に加えて楊梅宮
で催されていたことから、３者を比較し建物配置・空間
構造の特徴を検討した。その結果、以下の成果を得た。
① 楊梅宮は中枢施設と外郭施設の二重構造となり、中
枢施設は回廊に囲まれる区画とその北方に遺存地割と
して残る区画とが対置する構造が想定できる（図２）。 
② 中枢施設では梁行 20 尺の単廊に囲まれた内部に東
西各２棟の長大な南北棟建物と北廂付きの東西棟建物
が存在したと復元できる。これは中央区朝堂院に似た形
式である。 
③ 内裏・東区朝堂院・楊梅宮は、正月節会などの饗宴
の場であったが、その空間に求められた機能に応じて構
造が対応しており、使い分けられていたとみることがで
きる。 
④ 楊梅宮の諸要素は、建物構造については内裏と共通
し、正殿と閤門が区画北方に所在する空間構造は東区朝
堂院上層と共通することから、内裏と東区朝堂院の両方

図１ 飛鳥地域におけるロの字形建物配置の各施設 

図２ 楊梅宮（東院６期遺構群） 



の属性を有していたと位置づけられる。 
⑤ 一方で、楊梅宮には内裏や東区朝堂院にはない要素がある。４堂の朝堂構成は中央区朝堂院
から、梁行 20尺の単廊や東院庭園区画はそれ以前の東院地区の諸要素を受け継ぐなど、平城宮
内の各施設の要素を取り入れていた。 
⑥ 奈良時代末期の平城宮内では複数の饗宴空間が展開しており、楊梅宮はより伝統的な饗宴
空間であった。ここにロの字形の空間構造が採用されたのは、政務や儀礼の機能を排した、より
純粋な饗宴のための空間として適していたことを意味する可能性が高い。 
 
（３）大宰府政庁Ⅰ期遺構群の再検討 
 地方の初期官衙の事例として大宰府政庁Ⅰ期遺構群に
注目した。大宰府政庁Ⅰ期遺構群はⅡ・Ⅲ期政庁正殿基壇
下の東西棟建物が正殿、その南の四面廂建物が前殿と評価
されていたが、再度遺構の検討をおこなった。その結果、
以下の成果を得た。 
① 政庁Ⅰ期遺構群のうち四面廂建物 SB121 を中心的な
建物、南面廂付き建物 SB120 を中心建物に準ずる格式の建
物と位置づけた。 
② 政庁Ⅰ期遺構群の建物配置を検討し、四面廂建物の周
囲を片廂建物と無廂建物で囲む「ロの字形」の建物配置を
復元した（図３）。 
③ 政庁Ⅰ期遺構群の建物配置や建物構造は、宮都の中枢
施設に由来し、九州の初期官衙の建物配置にも影響を与え
たと考えられる。 
④ 政庁Ⅰ期遺構群からⅡ・Ⅲ期遺構群への建物配置の変
化は政務・儀式空間としての大宰府政庁の整備と関連する
とみることができる。この変化は、大宰府・国・郡の各レ
ベルの施設の変化とも連動していた可能性が考えられる。 
⑤ 政庁Ⅰ期遺構群からⅡ・Ⅲ期遺構群への変遷から、地
方官衙における「ロの字形」から「コの字形」への建物配置の変遷と展開に注目し、官衙に求め
られた機能が在地社会の統合・結合強化のための饗宴（共飲共食）空間から律令的な政務・儀式
の執行空間への変化を読み取ることができるとの見通しを得た。 
⑥ 大宰府や地方官衙の建物配置の変化を検討することにより、律令国家成立期の地域支配体
制の特質とそれに対峙する在地社会の変容過程を解明し得るとの見通しを得た。 
 
（４）古代宮都における土器様式の転換過程 
 古代における土器様式の変化について、筆者は以前、宮都とその周辺の土器様相の分析から、
飛鳥時代前半期土器様式と律令的土器様式の２つの土器様式の転換とその意義を明らかにして
いた（小田 2016）。本研究では、さらに考えを深め、遺跡の性格・階層差による土器様式の転換
過程とその歴史的背景について検討を進めた。その結果、以下の成果を得た。 
① 飛鳥時代には飛鳥時代前半期土器様式と律令的土器様式の２つの土器様式が存在し、前者
から後者へ転換する。 
② 土器様式の転換のあり方は、宮都中枢部でいち早く転換する一方、宮都周辺の相対的に下位
の性格をもつ遺跡や集落遺跡では前代の旧様式が続く（図４）。 
③ 律令的土器様式の成立当初は宮都に近い生産地を中心に既存の生産体制を基盤として新た
な食器の調達がおこなわれ、その後高品質な食器類の生産・供給体制の整備をふまえて各地から
宮都へ大量供給がおこなわれていた。 
④ 律令的土器様式の成立は白村江の敗戦以後、急激に国家体制の整備を進めた時期にあたる。
律令的土器様式の成立は、台
付食器を台上に置き、箸・匙を
使用して食べる東アジア共通
の食事作法の受容を反映して
おり、宮都における饗宴・儀式
の場での食事に関わる中国的
な礼法の受容に関連する。 
⑤ 国際的な脅威が弱まり、
壬申の乱後の強大な王権のも
とで中央集権化が進められ、
宮都における律令的土器様式
に属する食器構成の充実化と
大量の需要に応えた安定的な
調達が図られた。 
 
 

図３ 大宰府政庁Ⅰ期遺構群復元案 

図４ 飛鳥時代前半期土器様式と律令的土器様式の転換過程概念図 



（５）まとめと課題 

飛鳥・藤原地域および大宰府の事例分析から、宮都・地方の初期官衙では「ロの字形」を呈す

る建物配置が多くみられることを確認した。大宰府政庁Ⅰ期遺構群のように従来一部の遺構の

検出からコの字形を前提として復元されていたが、ロの字形として見直す重要性を提起した。 

初期官衙において「ロの字形」の建物配置が多いのは、これが参加者間の一体感の醸成と上下

関係の再確認をおこなう饗宴の場として適した空間構造であるからであり、当該期において饗

宴が共同体の秩序維持に重要な役割を果たしていたことを反映すると考えられる。初期官衙の

造営が始まる時期に律令的土器様式が成立し、地方でも初期官衙の造営・展開と律令的土器様式

の受容は軌を一にする傾向が読み取れる。地方の初期官衙ではロの字形の建物配置の採用と食

器類の道具立てがセットとして中央からもたらされた可能性が考えられる。 

これらの検討から、宮都では天皇（大王）-臣下間の君臣関係の再確認の場として、地方では

中央官人-在地豪族または在地豪族間での秩序維持・関係強化の場として饗宴がおこなわれ、「ロ

の字形」の空間構造が利用されていた可能性が高いと判断できる事例を蓄積できつつある。 

また、「ロの字形」の空間から「コの字形」の空間への変化は宮都・地方官衙で一般的にみら

れる変化であったことも確認した。「コの字形」の建物配置は「ロの字形」と比較して、正殿の

隔絶化と儀式空間としての前庭部の重要性が上昇し、空間利用に大きな変化がみられる点に特

徴がある。これは饗宴が重視された段階から、儀式・政務空間としての重要性が高まったことを

意味している可能性が高いと考えた。 

また、奈良時代末期の平城宮では東院地区に「ロの字形」の朝堂空間を有する楊梅宮が存在し、

東区朝堂院などの「コの字形」の空間と併存していたことが明らかになった。この２つの空間構

造の併存は平安宮における豊楽院と朝堂院（八省院）の関係に繋がる可能性が考えられる。これ

は、古代の宮都中枢施設においては初期官衙だけではなく、「ロの字形」の空間構造＝饗宴空間

が根強く求められていたことを示唆している。今後、宮都中枢施設における「ロの字形」と「コ

の字形」の空間構造の機能と展開過程を歴史的に位置づける必要があり、これが地方官衙ではど

のように展開するかについて検討すべきとの新たな課題を得た。 

以上の研究成果をふまえて、宮都と地方官衙の建物配置について、次の仮説を導き出した。 

①  宮都・地方官衙中枢施設の建物配置は「ロの字型」と「コの字型」の２類型に大別できる。 

② 「ロの字型」は饗宴に適した空間、「コの字型」は政務・儀式に適した空間であった。 

③ 「ロの字型」から「コの字型」への建物配置の変化は、饗宴（参加者間の共飲共食）を重視

した空間から、律令的な政務・儀式を執り行う空間への空間利用の変化を示す。 

④ 地方官衙にみられる多様な建物配置パターンの存在は、「ロの字型」または「コの字型」の

基本モデルを在地社会の事情に合わせて再構成した結果である。 

⑤ 地方官衙の建物配置の変遷と展開は、律令国家による地域支配の進展と在地社会における

統合原理の変容を反映している。 
以上の仮説は、従来「コの字型」を前提として進められていた古代官衙研究に対し、「ロの字

型」の建物配置の歴史的意義について見直しを迫るものであり、先に古代官衙研究の課題とした
複数の建物配置パターンの存在と「ロの字型」から「コの字型」への建物配置の変遷の歴史的背
景を明らかにし得る新たな研究視点と考える。 
 本研究では、「ロの字形」を呈する建物配置を対象として研究を進めてきたが、今後は「ロの

字型」から「コの字型」への空間構造の転換のあり方に研究の重点を置くべきと考えた。これら

の経緯から、本研究を発展させ、「ロの字型」と「コの字型」の空間構造のあり方を実証的に明

らかにし、その変化の背景にある儀式体系の整備や権力構造・支配体制の変化と関連づけて整理

する必要性を提起し、研究を展開させることとした（註１）。 

 

註１：本研究を発展させ、令和３年度より「古代官衙における空間構造の変遷と展開に関する実

証的研究」（21H00609）を実施している。 
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